
R4 みちのくインフラDX奨励賞
【工事・業務部門（東北地方整備局発注）】



【東北地方整備局発注】伸和興業株式会社
阿武隈川下流佐倉地区河道掘削等工事

推 薦 者 東北地方整備局

発 注 者
東北地方整備局
仙台河川国道事務所

工 期 R3.4.1～R4.3.28

キーワード
ICT施工/新技術の活用/
人材育成

【取組概要】

本工事ではICT施工を実施し、UAVによる3次元起工測量・設計、3DMCバックホウによる掘削及び盛土法面整形、３DMCブルドーザによ
る盛土及び完全クラウド型転圧管理システム（GNSS）を実施して、品質管理の向上及び3次元出来形管理、3次元データの納品と多岐に
わたりICTを活用して省人化等の効果を上げた。また、プレキャスト基礎工の作業土工施工にもICT施工で対応し、省人化や工期短縮を
図るとともに、発注者の若手職員スキルアップゼミを実施し、官民でのICTに関する知識の向上に貢献した。

【東北地方整備局発注】千田建設株式会社
阿武隈川下流舘矢間下流地区河道掘削工事

推 薦 者 東北地方整備局

発 注 者
東北地方整備局
仙台河川国道事務所

工 期 R3.4.1～R4.3.10

キーワード ICT施工 / 新技術の活用

【取組概要】

本工事では3DMCブルドーザによる施工履歴データを用いた出来形管理を行った。オペレーターは車載モニターにて出来形情報および
進捗状況を確認できるほか、管理側では日々の出来形と進捗をPCで確認を行った。また、出先でもタブレット端末で確認し、修正データ
などを３DMCブルドーザに転送できるため、修正施工のサイクルが迅速化した。その他、PCやタブレット端末から３DMCの車載モニタにア
クセスできる事でオペレーターへの迅速な指示や情報共有を行う事ができ移動時間の短縮を図れた。

3DMCバックホウによる掘削 発注者若手職員スキルアップゼミ（ICT関係）

PCによる施工状況確認
3DMGブルドーザによる

掘削整形

車載モニタによる
施工状況確認

【東北地方整備局発注】パシフィックコンサルタンツ株式会社 東北支社

鳴瀬川ダム付替国道１０号橋詳細設計業務

推 薦 者 東北地方整備局

発 注 者
東北地方整備局
鳴瀬

工 期 R3.6.11～R4.3.28

キーワード BIM/ＣＩＭ

【取組概要】

本業務は、鳴瀬川ダム建設に伴う付替国道３４７号の１０号橋詳細設計及び橋台背面の擁壁設計、ＣＩＭモデルの作成・活用検討を行っ
た。付替国道のルートは、厳しい地形条件を踏まえた架設計画を検討する必要があり、設計段階における現地確認は、現地作業が未着
手であり山林に覆われていたため、設計内容と現地との整合の確認は十分な知識と経験が必要であった。
今回の業務では、作成したＣＩＭデータをSiteVisionに読み込ませることで、ＡＲ（拡張現実）により現地で視覚的に橋梁計画を確認すること
が可能となり、現地との整合性や施工計画の妥当性についても容易に確認が可能となった。

SiteVision画面（ＡＲ）

現地踏査状況



【東北地方整備局発注】株式会社IHIｲﾝﾌﾗ建設 東北支店
成瀬ダム国道付替２号橋上部工工事

推 薦 者 東北地方整備局

発 注 者
東北地方整備局
成瀬ダム工事事務所

工 期 R元.7.4～R3.12.10

キーワード
ICT施工 / 新技術の活用 /
BIM/CIM / コンクリート品質確保

【取組概要】

成瀬ダム国道付替2号橋上部工工事において、最も重要となるコンクリートの品質確保や耐久性向上の対策として、ICTを活用した取組
みを実施した。柱頭部において3次元温度応力解析によりパイプ配置間隔と水温・水量・実施期間を予め決定し、BIM/CIMにより鉄筋とパ
イプの取り合いの照査を行い水冷式パイプクーリングを実施。ICT自動水温制御装置にて、水温を24時間対応で自動調整を行い解析条
件を再現するとともに、床版コンクリート施工において、ICT自動散水システムによる散水養生と湿度の継続監視の無人化施工を実現した。

（制御盤 表示画面 ）

ICT自動水温制御装置による水冷式パイプクーリング
ICT自動散水システムによる
床版コンクリート養生管理

【東北地方整備局発注】泰昌建設株式会社
最上川上流谷地下流地区河道掘削工事

推 薦 者 東北地方整備局

発 注 者
東北地方整備局
山形河川国道事務所

工 期 R3.4.1～R4.3.25

キーワード
ICT施工 / 新技術の活用 / 人材
育成 /  ICT現場見学会

【取組概要】

水位上昇による掘削面の乱れが起こりやすい平水位での河道掘削であることを踏まえ、MCバックホウの施工履歴での出来形管理を採
用し省力化を図り、施工から出来形管理まで手戻りなく実施すると共に、３Dモデルに対応した施工管理システムを活用し、３次元起工測
量、３次元設計データ等を視覚的にわかりやすく資料に整理し、関係機関との協議資料、地元説明資料を迅速に作成し、円滑な事業の
進捗に寄与した。また、本工事を対象とした山形県職員によるＩＣＴ活用工事現場見学会を実施し、ＩＣＴ普及促進に取り組んだ。

ＭＣバックホウによる河道掘削状況 山形県職員へのＩＣＴ普及促進

【東北地方整備局発注】株式会社新庄砕石工業所
平田川橋下部工工事

推 薦 者 東北地方整備局

発 注 者
東北地方整備局
福島河川国道事務所

工 期 R3.2.16～H4.3.28

キーワード
BIM/ＣＩＭ / 遠隔臨場 /  ICT現
場体験会

【取組概要】

建設DXを活用し「建設業のテレワーク」を実現するチャレンジの体験会や、３DMCバックホウの無人遠隔操縦の体験会。CIM設計データ
をMR機器で投影し、完成形のイメージを高校生へ体感してもらうなどの取り組みを行った。また、MR機器を通しての遠隔臨場による出来
形測定体験会等、建設業の大きな課題である『人手不足』解消へ向けて、様々なチャレンジをしている事を多くの人に知ってもらい、「建
設業のテレワーク」へ向けて官民で生産性の向上を図っている事を、将来の担い手達に伝える取り組みを行った。

3DMCバックホウの完全無人の遠隔操縦 MR機器を活用した高校生への遠隔臨場体験


